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概要

膀胱がん及び前立腺がん患者尿のヘッドスペー 

スガスから健常者尿のヘッドスペースガス（～11

ppbv）よりも前者の疾患で 2 倍、後者の疾患で 8

倍のホルムアルデヒド（HCHO）が検出された報告

がある。また、乳がん患者のがん細胞からはアク

ロレインが、呼気からは HCHO が検出されている。

一方、担がんマウス群の呼気からはコントロール

マウス群の呼気よりも高い HCHO が検出された。従

って、これらのアルデヒド類は、がん早期発見の

ための有力な呼気バイオマーカーとして期待され

ている。

本研究では図 1に示すような拡散スクラバーにより呼気中のホルムアルデヒド（HCHO）

ガスを吸収液に吸収させ、これを HCHO に特異的に反応する化学反応系に導き、ppbv レ

ベルの超微量自動分析技術を確立した。 

セールスポイント

１．呼気試料は、血液試料と違い、痛みをともなわずに得られる。 

２．呼気中のガス成分は、拡散スクラバーにより容易に水溶液化され、化学分析される。 

３．分析操作が自動化されている。 

用途および展望 

１．痛みを伴う血液採取による健康診断に代わる診断技術として期待される。 

２．拡散スクラバー技術は、溶液化学反応を用いる化学分析全般に適用が可能である。 

３．がんなどの重篤な疾患の早期発見技術に発展可能。 

参考資料 

・ 手嶋紀雄, 中部TLOニュース, No. 12, p. 6 (2012),“低侵襲な病態診断のための呼気

分析装置の開発”.

・上田 実, 手嶋紀雄, 酒井忠雄, 分析化学, 57, 605–611 (2008).
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図1 拡散スクラバーによる呼気ガス捕集

がん健診を指向した呼気バイオマーカー検出法の開発

 
シーズ番号 C09 

 

超音波併用による簡便な脱気および不活性ガス置換法 

 

工学部・応用化学科・教授・立木 次郎 
 jtatsugi＠aitech.ac.jp 

キーワード 超音波、脱気、窒素置換、アルゴン置換 
概要 
光照射実験では，しばしば基質溶液の窒素やアルゴン等不活性ガスによる置換が行わ

れる。この場合氷水で冷却しながら，不活性ガスを30分程度流し不活性ガスで置換を行

っている。しかし，この方法による不活性気体置換では、置換が十分に行われているか

どうか明らかでなく，時々出くわすトラブルとして、微量に残存する溶存酸素により，

酸化反応等が優先的に進行や並進することは経験するところでです。また，完全に脱気

する場合には、真空ラインを用いて，freeze-pump-thawサイクルにより行われるが、か

なり操作が厄介である。そこで，超音波洗浄器を併用した簡便な脱気およびアルゴン置

換を行ってみてはどうだろうか。超音波洗浄器は安価で，容易に入手可能な汎用機器で

あり，高速液体クロマトグラフィーで用いる溶媒の脱気に利用されている。この簡便な

脱気法は、脱気を行う光照射管を用いた場合、まず1分程度アルゴンを流し、基質溶液

の上部をあらかじめアルゴン置換した後、アルゴンガスを少量流しながら、超音波を当

てることにより、溶存空気の追い出しと同時にアルゴン置換を行う。超音波処理は15

分前後で十分です。封管が必要ならアンプル中で上記操作を行った後，封管を行います。

この操作の特徴は，超音波を併用することにより，基質の溶液への溶解促進、溶存気体

の脱気およびアルゴン置換が同時にかつ短時間で行われるところにあります。なお，超

音波処理による溶存気体の追い出し促進は、溶存酸素により影響を受けやすい基質を用

いる反応や溶媒自身が酸素等を溶かし込み易い，極性溶媒を用いる反応を行う場合にお

いても有効性が期待されます。  

セールスポイント 

１．密閉容器用いることにより、酸素による酸化劣化を防止することが期待される。 

２．溶液の均一化が短時間に達成されるため、効率よく希ガスによる置換操作が達成さ

れる。 

３．簡易な装置で、溶液の均一化と希ガスによる置換操作が可能になる。 
用途および展望 

１．簡易に希ガスと超音波の併用により、溶液の均一化と溶液中の溶存酸素を取り除く

ことが可能になる。 

２．希ガス気流下で超音波を照射ことにより容易に希ガスで容器内希ガスで置換するこ

とが出来るために、酸素による酸化劣化を防止することが期待される。 

３．酸化劣化による品質低下を押されることが期待される。 
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